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マイア- 《花瓶》オーストリア国立工芸美術館所蔵
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19世紀後半に盛んに開催された万国博覧会を
一つの契機に､ヨーロッパで日本の版画や工芸品

が流行しました｡このジャポニスムと呼ばれる現

象は19世紀末のウィーンにもあらわれ､伝統的な

歴史主義から抜け出そうとしていた若い芸術家た

ちを触発しました｡彼らは日本美術のモチーフや

構図を自分の作品に取り入れ､新しい傾向を展

開していったのです｡今回の展覧会では､繊細な

装飾性を持つグスタフ･クリムトやエゴン･シー

レの絵画､工芸デザイナーのコロマン･モーザ-､

建築家のヨ-ゼフ･ホフマンらの約250点の作品

により､彼らがジャポニスムに刺激されるように

なった背景､そしてその中で日本の美術から何を

受容したのかをたどります｡

ヴ7ルター･クレム《ペリカン》オーストリア国立工芸美術館所蔵

エルゼ･ウンガー

《ペーパーナイフ》

オーストリア

エルヴィン･プッヒンガー《音楽室のためのパネル･神話の場面》オーストリア国立工芸美術虎所蔵

グスタフ･クリムト《1902年分離派展ベートーヴェン･

フリーズ　幸福へのあこがれ(騎士)》 (複製･部分)
ベルヴェデーレ宮オーストリア絵画館所蔵

コロマン･モーザー《夕べの静けさ》オーストリア国立工芸美術館所蔵

コE)マン･

モーザ-

《花の文様の
ついた見返し》

オーストリア

国立工芸美術
館所蔵

フランツ･ツェレツニー《盆》オーストリア国立工芸美術館所蔵
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｢ウィーンのジャポニスム｣

(共催:鹿島美術財団)

講師:木村　重信さん(国立Eg際美術館館長)

馬測　明子さん(日本女子大学教授)

国府寺　司さん(広島大学助教授)

6月4日(日)とき:午後1時30分から(約3時間の予E)
場所:美術館1階講堂
先着順100名様:入場無料
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高松市美術館コレクション展
7月1日仕)～7月16日(日)

エゴン･シーレ《装飾的背景の前の花》
レオボルト財団美術館所蔵
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